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● 院内版感染症情報 　11月上旬にかけて咳が多くなる風邪とウイルス性
胃腸炎が急増中です。おたふくかぜも保育園などで局地的に流行しています。
年末にかけて水ぼうそうや溶連菌感染症も増えてくる時期です。インフルエン
ザの流行はまだですが、年内に予防接種を済ませるようにしましょう。

● 日本脳炎ワクチンの「積極的ではない勧奨」のススメ (2)
　前号の後に、熊本で幼児が１名日本脳炎を発症しました。脳炎は感染者の
100～1000人に１人ですから、周辺では相当数の方が感染していたはずです。
　日本脳炎はヒトからヒトには感染しないので、麻疹のように高い接種率を維
持して流行を防ぐのではなく、個人防衛が目的となります。また、青森県から
一歩も外に出ないのであれば、感染する可能性はゼロに近いのも事実です。
　昨年、日本脳炎の「積極的な勧奨が中止」の理由となった急性散在性脳脊髄
炎（ADEM）という病気は、70―200万回接種に１回程度発生するとされてい
ますが、因果関係の証明は困難で、ワクチンと関係なくマイコプラズマなどの
感染症の後に発症する頻度を大きく上回るものではありません。けいれん、運
動障害などの症状も回復することが多く、10％程度に後遺症を残すとされてい
ましたが、１例の重症例がみられたため全国的に事実上ストップしています。
　しかし、次のワクチンの見込みが立たない状態で自然感染も危惧され、西日
本の一部の自治体では接種を勧めており、小児科学会でも接種再開への要望を
だしています。現状でも八戸を含めた全ての自治体で同意書に署名していただ
ければ希望者への接種は可能です。７歳半を過ぎてしまう子はご検討下さい。

● 11月の診療日、急病診療所、各種教室、相談外来の予定
　11月も臨時休診はありません。急病診療所当番は11月4日(土) 夜、12日(日) 
昼、26日(日) 夜の３回で、赤ちゃん教室は25日(土) です。メール予約システム
をご利用下さい。　　　　　　　　　発行　2006年11月8日　通巻第124号＋


